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大
学
で
の
教
育
活
動
を
通
し
て
日
本
民
俗
学
の
発
展
に
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
と
く
に
「
八
月
十
五
夜
考
」
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
「
比
較
民
俗
学
」
の
提
唱
は
、
民
俗
学
者
の
中
で
異
色
と
さ
れ
て
い
る
。

直
江
に
つ
い
て
は
、
有
馬
真
喜
子
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
「
直
江
広
治
氏
─
筑
波
大
学
教
授
（
ひ
と
）」（
一
九
七
九
年
）（

3
）、
北
見
俊

夫
の
整
理
「
直
江
広
治
先
生
と
民
俗
学
」（
一
九
八
二
年
）（

4
）な
ど
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
直
江
の
民
俗
学
へ
の
貢
献
を
、

も
っ
ぱ
ら
戦
後
の
研
究
や
活
動
を
も
っ
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
戦
前
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
回
顧
「
あ
と
が
き
─
民
俗
学
と

私
」（
一
九
八
七
年
六
月
）（

5
）、「
柳
田
先
生
の
思
い
出
─
民
俗
学
研
究
所
を
中
心
と
し
て
」（
一
九
九
四
年
）（

6
）な
ど
か
ら
一
部
窺
う
こ
と

が
で
き
、
最
近
、
鶴
見
太
郎
は
柳
田
国
男
古
稀
記
念
会
と
の
関
連
で
直
江
の
活
動
の
一
部
を
取
り
上
げ
て
い
る（

7
）。
な
お
、
直
江
の

中
国
関
係
研
究
の
多
く
は
『
中
国
の
民
俗
学
』（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
六
七
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
以
上
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ま
ず
彼
の
民
俗
学
や
中
国
と
の
出
会
い
、
日
本
民
俗
学
確
立
期
に
受
け
た
訓

練
を
辿
り
、
そ
れ
か
ら
中
国
に
赴
い
て
か
ら
の
様
々
な
活
動
を
検
討
し
、
日
本
民
俗
学
に
と
っ
て
の
そ
れ
ら
の
活
動
の
意
味
を
考
え

る
。

１　

東
洋
史
と
民
俗
学

１　

直
江
広
治
（
な
お
え
・
ひ
ろ
じ
）
の
略
歴

一
九
一
七
年
、
青
森
県
八
戸
市
類
家
に
生
れ
る
。
東
京
府
立
三
中
（
現
両
国
高
校
）
で
正
木
助
次
郎
の
影
響
を
受
け
、
地
理
に
興
味

を
持
つ
。

一
九
三
五
年
、
東
京
高
等
師
範
学
校
文
科
第
四
部
「
地
歴
科
」
に
入
学
す
る
。
自
然
地
理
か
ら
人
文
地
理
へ
。
佐
々
木
彦
一
郎
の
研

究
に
惹
か
れ
る
。

一
九
三
六
年
冬
、「
山
の
人
生
」
で
民
俗
学
に
ふ
れ
、
こ
れ
よ
り
柳
田
の
著
作
を
多
く
読
む
。
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一
九
三
七
年
、
樺
太
に
一
人
旅
行
中
、
盧
溝
橋
事
変
を
知
り
、
衝
撃
を
う
け
る
。

一
九
三
八
年
、
東
京
文
理
科
大
学
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻
に
進
学
し
、
有
高
厳
、
肥
後
和
男
に
師
事
す
る
。
秋
、
同
級
生
千
葉
徳
爾

と
柳
田
宅
を
訪
れ
、
以
降
出
入
り
す
る
。

一
九
三
九
年
春
、
民
間
伝
承
の
会
に
入
会
し
、
木
曜
会
に
出
席
す
る
。
一
年
後
『
民
間
伝
承
』
に
論
文
著
作
の
紹
介
を
書
く
。
岐
阜

県
で
調
査
す
る
。
柳
田
の
紹
介
で
石
田
英
一
郎
を
訪
ね
る
。

一
九
四
一
年
七
月
、
志
願
し
て
北
京
の
日
本
中
学
校
の
教
師
と
な
り
、
中
国
人
宅
で
下
宿
生
活
を
送
る
。
満
鉄
調
査
班
の
山
本
斌
と

知
り
合
う
。
北
京
の
日
本
人
民
俗
研
究
団
体
・
民
風
会
に
参
加
す
る
。

一
九
四
二
年
、
日
本
中
学
校
を
辞
職
す
る
。
五
〜
六
月
、
山
西
学
術
調
査
に
参
加
し
、
風
俗
習
慣
の
調
査
を
担
当
す
る
。
九
月
、
北

京
私
立
輔
仁
大
学
日
本
言
語
文
学
部
の
新
設
に
伴
い
、
講
師
と
し
て
赴
任
す
る
。
日
本
語
、
日
本
文
学
、
日
本
民
俗
学
を
担
当

し
、
日
本
民
俗
学
の
普
及
に
努
め
る
。

一
九
四
五
年
七
月
、
石
田
を
次
長
と
す
る
西
北
研
究
所
と
泉
靖
一
を
中
心
と
す
る
京
城
帝
大
の
蒙
古
草
原
調
査
に
参
加
す
る
が
、
ソ

連
の
対
日
宣
戦
で
調
査
団
が
解
散
。
輔
仁
大
学
の
宿
舎
で
共
同
生
活
す
る
石
田
と
共
産
党
軍
を
訪
れ
、
残
留
し
て
研
究
生
活
を
続

け
る
可
能
性
に
つ
い
て
打
診
し
た
が
、
そ
の
後
共
産
党
と
の
連
絡
が
途
絶
え
、
一
九
四
六
年
六
月
帰
国
す
る
。

一
九
四
七
年
、
東
京
文
理
科
大
学
の
講
師
と
し
て
「
中
国
古
代
伝
承
研
究
」
を
教
え
る
。
財
団
法
人
民
俗
学
研
究
所
の
理
事
と
し

て
、
社
会
科
教
科
書
の
作
成
事
業
に
取
り
組
む
。

一
九
五
二
年
、
東
京
教
育
大
学
文
学
部
助
教
授
、
の
ち
教
授
と
な
り
、
竹
田
旦
と
史
学
方
法
論
を
担
当
す
る
。
九
地
域
総
合
調
査
、

「
道
教
儀
礼
に
関
す
る
調
査
」、「
日
韓
共
同
民
俗
調
査
」
な
ど
に
参
加
す
る
。

一
九
七
六
年
、
筑
波
大
学
歴
史
・
人
類
学
系
教
授
、
付
属
小
学
校
校
長
と
な
る
。
北
見
俊
夫
と
日
本
民
俗
学
を
担
当
し
、
の
ち
千
葉

徳
爾
、
宮
田
登
も
加
わ
る
。「
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
会
の
宗
教
文
化
に
関
す
る
調
査
」
に
参
加
す
る
。

一
九
八
〇
年
末
、
都
立
大
学
「
中
国
民
話
の
会
」
を
通
し
て
「
中
国
民
間
文
芸
研
究
会
」
か
ら
交
流
の
要
請
を
う
け
、
臼
田
甚
五
郎



140

ら
と
日
本
口
承
文
芸
学
会
を
代
表
し
て
北
京
、
上
海
を
訪
れ
る
。

一
九
八
一
年
、
定
年
退
職
し
、
清
泉
女
子
大
学
教
授
と
な
る
。「
わ
が
国
華
人
社
会
の
宗
教
文
化
」
調
査
に
参
加
す
る
。

一
九
九
四
年
、
死
去
。

２　

民
俗
学
、
中
国
と
の
出
会
い

高
等
師
範
で
の
三
年
間
は
直
江
広
治
の
人
生
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
後
に
彼
の
人
生
を
貫
く
二
つ
の
テ
ー

マ
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
一
つ
は
民
俗
学
、
一
つ
は
中
国
で
あ
っ
た
。

一
九
三
六
年
冬
、『
山
の
人
生
』
に
偶
然
に
出
会
っ
た
こ
と
は
、
直
江
が
民
俗
学
を
志
す
直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
。

「
山
の
人
生
」
と
い
う
書
名
に
惹
か
れ
て
そ
れ
も
借
り
出
し
、
暗
い
ス
タ
ン
ド
の
下
で
ひ
も
と
い
た
。
読
み
進
む
に
つ
れ
て
、
私

は
こ
う
い
う
学
問
の
世
界
が
あ
っ
た
の
か
と
、
魂
を
ゆ
す
ぶ
ら
れ
る
思
い
が
し
た
。
そ
の
夜
は
閉
館
ま
で
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘

れ
て
、
こ
の
本
を
む
さ
ぼ
り
読
ん
だ
こ
と
を
今
に
記
憶
し
て
い
る（

8
）。

そ
の
後
直
江
は
柳
田
の
著
作
を
多
く
読
み
あ
さ
り
、
民
俗
学
を
学
ぶ
決
心
を
固
め
て
い
っ
た
。
当
時
の
柳
田
は
既
に
『
山
の
人
生
』

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
山
人
論
」
か
ら
離
れ
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
日
本
人
を
理
解
す
る
た
め
の
民
俗
学
の
確
立
に
取

り
組
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
の
変
化
は
後
に
民
俗
学
の
可
能
性
が
切
り
捨
て
ら
れ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
『
山
の
人

生
』
に
感
銘
を
受
け
て
民
俗
学
に
進
ん
だ
直
江
に
は
、
そ
れ
に
対
し
て
困
惑
や
心
残
り
な
ど
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
社
会
的
に
考
え

れ
ば
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
日
本
人
の
研
究
は
時
代
の
要
請
を
受
け
て
の
結
果
で
あ
り
、
ま
た
日
本
民
俗
学
が
次
第
に
認
め
ら

れ
、
独
自
の
地
歩
を
確
立
で
き
た
前
提
で
も
あ
っ
た
。

半
年
後
の
一
九
三
七
年
の
夏
休
み
に
、
北
海
道
で
の
修
学
旅
行
の
後
、
一
人
旅
で
樺
太
に
出
た
直
江
は
、
盧
溝
橋
事
変
の
ニ
ュ
ー
ス
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を
新
聞
で
読
ん
だ
。
直
江
は
後
年
、
そ
の
時
の
シ
ョ
ッ
ク
を
こ
う
回
顧
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
が
日
本
に
と
っ
て
、
非
常
に
重
大
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
若
い
私
に
も
予
感
さ
れ
た
。
一

方
私
は
、
地
歴
科
に
籍
を
お
い
て
、
中
国
の
歴
史
に
つ
い
て
一
通
り
の
勉
強
は
し
て
き
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
て
中
国
民
衆

の
生
活
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
何
も
知
ら
な
い
と
言
っ
て
よ
か
っ
た（

9
）。

地
歴
科
で
は
地
理
と
歴
史
を
勉
強
し
、
そ
の
中
に
東
洋
史
の
勉
強
も
入
っ
て
い
た
。
中
国
に
つ
い
て
概
論
的
な
知
識
は
持
っ
て
い
る

が
、
し
か
し
そ
の
現
実
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
直
江
一
人
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
柳
田
は
一
九
一
七

年
三
月
の
『
郷
土
研
究
』
四
巻
十
二
号
で
雑
誌
の
休
刊
を
宣
言
し
た
後
、
二
〇
日
よ
り
二
ヶ
月
余
り
に
わ
た
っ
て
台
湾
・
中
華
民
国
に

旅
を
し
て
い
た（

10
）。
こ
の
記
念
す
べ
き
初
め
て
の
海
外
経
験
の
後
、
彼
は
「
支
那
の
将
来
は
誰
一
人
予
言
し
得
ら
れ
な
い
」（

11
）と
い
う

感
想
を
述
べ
て
い
る
。
中
国
と
の
出
会
い
が
直
江
に
と
っ
て
決
定
的
な
の
は
、
こ
れ
ま
で
進
学
先
と
し
て
考
え
て
い
た
国
史
の
代
わ
り

に
、
東
洋
史
に
進
学
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
中
国
語
の
言
語
力
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
江
の
中
国
と
の
関
わ
り
は
、
他
の

民
俗
学
者
と
異
な
る
形
を
と
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
直
江
は
東
洋
史
の
勉
強
に
は
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。「
日
本
民
俗
学
の
方
法
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
と

思
」
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う（

12
）。
つ
ま
り
、
中
国
を
理
解
す
る
道
と
し
て
、
書
物
で
の
研
究
よ
り
実
地
調
査
を
選
ん
だ
の
で
あ
り
、

同
時
に
そ
の
選
択
は
、
将
来
中
国
に
赴
く
考
え
が
こ
の
時
期
か
ら
既
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

３　

民
俗
学
の
訓
練

木
曜
会
に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
る
一
九
三
九
年
は
、
ち
ょ
う
ど
海
村
調
査
の
締
め
く
く
り
の
年
に
あ
た
り
、
調
査
か
ら
帰
っ
た
ば
か

り
の
先
輩
た
ち
の
報
告
が
あ
っ
て
刺
激
的
で
あ
っ
た
と
直
江
は
回
顧
し
て
い
る（

13
）。
実
は
、
戦
争
の
影
響
や
そ
れ
に
伴
う
調
査
費
の
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支
給
停
止
で
調
査
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
九
三
八
年
に
既
に
打
ち
切
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
木
曜
会
」
の
会
合
は
月
に
一
回

か
二
回
程
度
柳
田
宅
で
行
わ
れ
て
い
た
し
、
そ
こ
で
海
村
調
査
や
新
た
な
自
主
調
査
に
関
す
る
報
告
や
議
論
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。直

江
は
四
月
か
ら
六
月
、
駿
河
台
で
行
わ
れ
た
日
本
民
俗
学
講
座
に
積
極
的
に
参
加
し（

14
）、
十
一
月
に
は
、
和
歌
森
太
郎
や
千
葉

徳
爾
な
ど
と
、
高
師
と
文
理
大
が
一
丸
と
な
っ
た
「
茗
渓
民
俗
研
究
会
」
を
結
成
し
、
四
回
ま
で
例
会
を
行
っ
た（

15
）。
翌
一
九
四
〇

年
の
春
に
、
初
め
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
岐
阜
県
武
儀
郡
の
板
取
川
の
上
流
地
方
で
行
い
、
そ
の
後
、
飛
騨
の
高
山
で
江
馬
三
枝

子（
16
）を
訪
問
し
、
調
査
結
果
を
早
速
『
民
間
伝
承
』
五

−
八
（
一
九
四
〇
年
五
月
）
に
「
板
取
雑
記
」
と
し
て
発
表
し
た
。

独
自
で
調
査
を
行
い
、
調
査
結
果
を
報
告
し
得
た
の
は
、
一
人
前
の
学
者
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。『
民
間
伝

承
』
次
号
（
五

−

九
、
六
月
）
を
皮
切
り
に
、
十
月
ま
で
の
短
い
期
間
に
、
直
江
は
書
誌
紹
介
を
六
本
も
執
筆
し
た
。
こ
の
中
で
、
六

−

一
（
一
九
四
〇
年
十
月
）
の
「
支
那
民
俗
学
に
関
す
る
二
書
」、
す
な
わ
ち
顧
頡
剛
の
『
古
史
弁
自
序
』（
平
岡
武
夫
訳
）
と
林
蘭
の

『
香
売
り
の
董
仙
人
』（
呉
守
礼
訳
）（

17
）に
つ
い
て
の
紹
介
が
注
目
さ
れ
る
。

書
評
紹
介
は
「
木
曜
会
で
は
、
研
究
会
が
終
る
と
、
柳
田
先
生
が
こ
の
一
ヶ
月
の
間
に
読
ま
れ
た
本
や
雑
誌
類
の
う
ち
、
民
俗
学
的

価
値
の
あ
る
も
の
を
、『
民
間
伝
承
』
誌
上
に
紹
介
す
る
よ
う
に
と
、
名
指
し
で
手
渡
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
」（

18
）と
い
う
よ
う
に
、

書
誌
の
選
定
と
紹
介
者
の
指
定
は
多
く
の
場
合
柳
田
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
書
も
そ
う
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か

で
は
な
い
。

同
じ
く
十
月
に
、
柳
田
は
『
朝
鮮
民
俗
』
第
三
号
「
今
村
鞆
翁
古
稀
記
念
号
」
に
「
学
問
と
民
族
結
合
」
と
い
う
一
文
を
寄
せ
た
こ

と
は
第
１
章
で
も
ふ
れ
た
が
、
そ
こ
で
「
今
ま
で
我
々
は
あ
ま
り
に
も
内
地
の
問
題
に
没
頭
し
て
居
り
ま
し
た
。
又
そ
れ
程
に
も
新
た

に
心
付
く
や
う
な
珍
ら
し
い
事
実
が
次
々
に
現
れ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
も
う
そ
ろ
そ
ろ
外
部
と
の
比
較
と
い
ふ
こ
と
が
、

考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
代
に
な
り
ま
し
た
」（

19
）と
述
べ
て
は
い
る
も
の
の
、
朝
鮮
の
民
俗
の
索
引
作
成
を
勧
め
る
に
留
ま
り
、

「
一
国
民
俗
学
」
の
枠
は
ま
だ
揺
る
ぎ
な
か
っ
た
。
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そ
れ
と
比
べ
る
と
、
若
き
直
江
の
態
度
は
積
極
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
紹
介
の
冒
頭
で
こ
う
主
張
し
て
い
る
。

伸
び
ん
と
す
る
も
の
は
先
づ
力
を
内
に
蓄
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
民
俗
学
の
現
状
は
正
に
そ
れ
で
あ
る
。
併
し
我
々
の
学
問
が
将

来
世
界
に
向
か
つ
て
自
己
を
出
張
し
得
る
た
め
に
は
隣
国
民
俗
学
の
成
果
に
対
し
て
絶
え
ざ
る
注
意
を
払
ふ
事
が
肝
要
で
あ
る
。

日
本
民
俗
学
に
と
っ
て
「
伸
び
」
る
こ
と
が
必
然
な
趨
勢
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
形
は
「
世
界
に
向
か
つ
て
自
己
を
出
張
」
す
る

こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
柳
田
に
よ
っ
て
「
世
界
民
俗
学
」
と
い
う
形
で
語
ら
れ
、
そ
し
て
「
一
国
民
俗
学
」
の
実
践
の
中
で
姿
を
消
し

て
い
た
世
界
へ
の
寄
与
は
再
び
そ
の
弟
子
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
各
国
に
お
け
る
「
一
国
民
俗
学
」
の
成
立
を

待
つ
と
い
う
消
極
的
な
態
度
で
は
な
く
、「
出
張
」、
即
ち
日
本
民
俗
学
の
方
か
ら
積
極
的
に
関
与
す
る
実
践
的
な
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い

る
。こ

の
「
出
張
」
は
ま
た
中
国
と
民
俗
学
を
選
ん
だ
直
江
が
自
分
に
課
し
た
任
務
で
も
あ
っ
た
。
一
九
四
一
年
「
中
国
民
間
説
話
の
民

俗
学
的
研
究
」
を
提
出
し
て
大
学
を
卒
業
し
た
直
江
は
、
自
ら
中
国
行
き
を
志
望
し
、
ち
ょ
う
ど
北
京
の
日
本
中
学
校
か
ら
求
人
が
あ

り
、
即
座
に
赴
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

20
）。

２　
「
北
支
」
で
の
活
躍

一
九
四
一
年
七
月
、
直
江
広
治
は
日
本
で
親
し
く
付
き
合
っ
た
留
学
生
の
紹
介
で
北
京
市
西
城
太
平
橋
四
八
号
郭
宅（

21
）に
下
宿
し
、

こ
れ
よ
り
一
九
四
六
年
六
月
ま
で
五
年
間
北
京
で
生
活
し
て
い
た
。

到
着
早
々
直
江
は
近
況
を
『
民
間
伝
承
』
に
報
告
し
て
お
り（

22
）、
そ
の
後
た
び
た
び
通
信
を
寄
せ
て
い
る
（
本
章
末
の
表
24
参
照
）。

東
京
か
ら
『
民
間
伝
承
』
を
は
じ
め
、
民
俗
学
関
係
の
新
刊（

23
）が
届
け
ら
れ
て
お
り
、
現
地
で
も
直
江
は
柳
田
や
木
曜
会
の
仲
間
の


